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第
33
回
漢
方
研
究
会

（1）2016年７月５日 （毎月3回5・15・25日発行） 兵庫保険医新聞 （昭和43年6月12日第三種郵便物認可 年間購読料 12，000円）号外

世
話
人
会
だ
よ
り

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
６
月
23
日
（
金
）
に
西
宮

中
央
公
民
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
５
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
職
員
接
遇
研
修
会
（
5
・
28
）

【
予
定
・
企
画
】

①
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
・
地
域
交
流

被

災
地
物
産
展
（
６
・
25
）

②Me
di
c
al
E
ng
l
is
h

＃
47
（
７
・
15
）

③
第
36
回
支
部
総
会
・
記
念
講
演
（
７
・
23
）

④
胸
部
Ｘ
―
Ｐ
読
影
会
（
７
・
29
）

【
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
協
会
第
48
回
総
会
（
６
・
19
）

②
第
46
回
保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

（
７
・
２
〜
７
・
３

東
京
）

③
第
31
回
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
10
・
９
〜
10
・
10

京
都
）

【
そ
の
他
】

①
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
ア
ス
ベ
ス
ト
西
宮
か
ら
、
ア

ス
ベ
ス
ト
真
相
解
明
支
援
の
依
頼
が
あ
り
応
じ
る
。

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
4
金
曜
日
で
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
４
月
23
日
、
西
宮
神
社
会
館

で
第
33
回
漢
方
研
究
会
を
開
催
。
「
耳
鼻
咽
喉
科
領

域
の
漢
方
治
療
」
を
テ
ー
マ
に
任
智
美
先
生
（
兵
庫

医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
学
教
室
講
師
）

が
耳
鼻
科
領
域
に
つ
い
て
、
北
條
和
歌
先
生
（
尼
崎

中
央
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
）
が
咽
喉
科
領
域
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
、
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
１
０
２
人

が
参
加
し
学
習
し
た
。
司
会
を
務
め
た
岡
村
新
一
先

生
（
西
宮
市
・
お
か
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
か
ら
い
た

だ
い
た
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

今
回
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
医
と
し
て
病
院
勤
務
を
し

て
お
ら
れ
る

２
人
の
先
生

に
ご
登
壇
い

た
だ
き
、
耳

鼻
科
領
域
の

漢
方
薬
に
つ

い
て
大
変
わ

か
り
や
す
く

教
え
て
頂
き

ま
し
た
。

会
場
に
は

普
段
か
ら
漢
方
薬
の
処
方
や
調
剤
に
慣
れ
て
お
ら

れ
る
方
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
私
の
よ
う

に
一
般
的
な
漢
方
薬
の
処
方
に
も
不
慣
れ
な
方
も

お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
耳
鼻
科
領
域
だ
け
で
な
く
漢
方
薬

全
般
の
学
術
的
な
お
話
に
つ
い
て
は
、
講
師
の
先

生
方
の
お
話
し
が
大
変
参
考
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
や
服

薬
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
と
い
っ

た
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
る
高
齢
者
医
療
を
考
え
る

際
に
も
、
今
回
の
講
演
は
と
て
も
示
唆
に
富
ん
だ
内

容
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
急
性
期

病
院
で
の
積
極
的
に
治
す
医
療
（
Ｃ
ｕ
ｒ
ｅ
）
だ
け

で
は
な
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
治
し
支
え
る
医

療
（
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
）
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
い
慣
れ
た
病
院
や
診
療
所
へ
の
通
院
が
困
難
と
な

る
患
者
に
は
、
定
期
的
な
訪
問
診
療
の
提
供
が
当
た

り
前
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
診
療
報
酬

の
改
定
の
度
に
大
幅
な
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
現

状
は
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
多
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
よ
う
に
さ
え
思
い
ま
す
。

多
く
の
医
療
介
護
従
事
者
が
、
最
先
端
の
医
療
と

向
き
合
う
患
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ
の
方
に
最

も
適
し
た
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
を
考
え
る
際
、
漢
方
薬
の
知
識

や
経
験
は
新
た
な
選
択
肢
と
な
り
得
る
可
能
性
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
漢
方
薬
に
関
す
る
勉
強
会

や
研
究
会
を
通
し
て
顔
の
見
え
る
連
携
が
生
ま
れ
る

こ
と
は
、
今
後
の
地
域
医
療
の
発
展
に
必
ず
寄
与
す

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
会
が
多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
継
続
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

【
西
宮
市
・
お
か
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

岡
村

新
一
】

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
４
月
23
日
、
西
宮
神
社
会
館

で
第
５
回
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

開
催
。
「
新
薬
と
医
療
費
」
を
テ
ー
マ
に
伊
賀
幹
二

先
生
（
西
宮
市
・
伊
賀
内
科
・
循
環
器
科
）
が
講
演

し
、
医
師
な
ど
15
人
が
参
加
し
た
。
司
会
を
務
め
た

林
功
先
生
（
西
宮
市
・
林
医
院
）
か
ら
い
た
だ
い
た

感
想
文
を
紹
介
す
る
。

伊
賀
先
生
が
講
師
を
さ
れ
て
い
る
新
薬
と
医
療
費

の
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
司
会
と

し
て
参
加

さ
せ
て
い

た
だ
き
ま

し
た
。
新

規
経
口
凝

固
薬
（
Ｎ

Ｏ
Ａ
Ｃ
）

を
中
心
に
、

新
薬
の
費

用
対
効
果

に
つ
い
て

議
論
が
行

わ
れ
ま
し

た
。
Ｑ
Ａ
Ｌ
Ｙ
ｓ
（
質
調
整
生
存
年
：Qu

al
i
ty
A
d

ju
st
ed
Li
fe
Y
e
ar
s

）
と
言
わ
れ
る
指
標
を
最
近

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
Ｑ
Ａ
Ｌ
Ｙ
ｓ
は
医
薬
品
の
価
値
、

生
命
予
後
（
生
存
年
数
）
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
改
善
に
よ
っ

て
評
価
で
き
る
と
考
え
る
考
え
方
で
す
。
つ
ま
り
、

新
し
い
薬
に
よ
っ
て
余
命
を
何
年
延
長
で
き
る
の
か
、

あ
る
い
は
ど
れ
だ
け
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
費
用
と
の
相
対
評
価
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｒ
（
増
分
費
用
対
効
果
：I

nc
re
me
n
ta
l
Co
s
t
Ef
f

ec
ti
ve
n
es
s
Ra
t
io

）
に
よ
り
費
用
対
効
果
を
評
価

す
る
事
が
一
般
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
は

「
１
単
位
の
効
果
」
（
生
存
年
、
Ｑ
Ａ
Ｌ
Ｙ
ｓ
等
々
）

を
獲
得
す
る
の
に
必
要
な
費
用
と
定
義
さ
れ
て
い
ま

す
。
医
薬
品
の
価
値
は
、
生
命
予
後
と
費
用
対
効
果

の
指
標
に
よ
り
客
観
的
に
評
価
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
の
新
薬
の
医
薬
費
の
決
定
に
対
し
て
は
様
々
な

感
情
的
な
議
論
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
思
惑
な
ど
多
く
の

バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
実
際
の

臨
床
医
の
立
場
で
多
く
の
方
と
議
論
す
る
こ
と
で
、

活
発
な
会
に
な
り
ま
し
た
。
伊
賀
先
生
を
は
じ
め
、

関
係
者
の
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
西
宮
市
・
林
医
院

林

功
】

新薬の費用対効果について活発に議論した

第
５
回
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

任智美先生（左）と北條和歌先生（右）

が講演した

102人が参加し熱心に学習した



西
宮
・
芦
屋
支
部
は
５
月
21
日
、
協
会
会
議
室
で

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
「
医
療
機
関
に
お
け

る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
医
療
事
故
調
査
制
度
・

見
落
と
し
が
あ
る
理
由
〜
」
を
開
催
し
、
医
師
な
ど

17
人
が
参
加
し
た
。
講
師
に
千
葉
県
・
亀
田
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
水
沼
直
樹
弁
護
士
を
、
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
鵜
飼
万
貴
子
弁
護
士
を
招
き
、
医
療
事

故
調
査
制
度
の
実
施
も
踏
ま
え
た
対
策
な
ど
を
学
習

し
た
。
司
会
を
務
め
た
半
田
伸
夫
先
生
（
西
宮
市
・

半
田
医
院
）
か
ら
い
た
だ
い
た
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

（
１
）
法
律
の
世
界
は
単
純
：
①
注
意
義
務
違
反

に
よ
る
過
失
の
有
無
と
、
発
生
し
た
損
害
に
対
す
る

因
果
関
係
を
立
証
す
る
。
そ
の
際
に
は
医
療
水
準
に

基
づ
く
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

参
考
と
な
る
が
、
医
師
の
裁
量
で
合
理
的
な
治
療
で

あ
れ
ば
大
丈
夫
。
し
か
し
そ
の
根
拠
を
カ
ル
テ
に
記

録
す
る
必
要
が
あ
る
。
②
応
召
義
務
違
反
は
、
来
院

の
主
目
的
が
治
療
目
的
で
な
く
、
医
師
患
者
の
信
頼

関
係
が
破
綻
し
て
い
て
、
緊
急
性
が
無
く
、
代

替
医
療
機
関
が
あ
る
場
合
や
、
自
ら
離
院
し
た

場
合
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
報
酬
未
払
い
や
、
時

間
外
は
応
召
義
務
が
あ
る
の
で
拒
否
で
き
な
い
。

③
異
常
死
体
の
届
出
義
務
は
、
体
表
を
検
案
し
て

異
状
が
あ
る
場
合
に
届
け
る
。
過
失
の
有
無
は
問

わ
な
い
。
た
だ
し
体
表
に
異
常
は
な
い
、
と
カ
ル

テ
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
２
）
医
療
事
故
調
査
制
度
：
医
療
に
起
因
し

た
死
亡
、
死
産
で
、
管
理
者
が
予
期
で
き
な
か
っ

た
も
の
を
医
療
事
故
と
し
て
調
査
す
る
制
度
。
内

部
調
査
と
支
援
セ
ン
タ
ー
の
調
査
が
あ
る
。
あ
く

ま
で
も
今
後
の
事
故
防
止
が
主
目
的
で
、
報
告
書

は
医
療
従
事
者
が
識
別
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
亀
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
死
亡
死

産
全
例
に
、
医
療
起
因
性
、
予
期
可
能
か
ど
う
か

の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
記
載
を
義
務
付
け
て
い
る
。

（
３
）
人
は
な
ぜ
見
落
と
す
か
―
見
え
て
い
る

世
界
が
異
な
る
―
：
医
者
が
貧
血
は
問
題
な
い
と

言
う
場
合
、
血
液
検
査
で
の
赤
血
球
の
減
少
を
指

す
が
、
一
般
に
は
ふ
ら
つ
く
こ
と
を
い
う
の
で
、

納
得
さ
れ
な
い
。
合
併
症
は
お
こ
り
う
る
併
発
症

と
医
療
者
は
思
う
が
、
患
者
は
医
療
者
の
不
注
意

で
起
こ
る
症
状
と
考
え
る
な
ど
、
常
識
感
覚
が
異

な
る
こ
と
を
ま
ず
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
水
沼
先
生
は
、
背
景
や
衣
装
が
途
中
で

変
わ
る
カ
ー
ド
マ
ジ
ッ
ク
の
ビ
デ
オ
を
紹
介
し
、

人
が
い
か
に
見
て
い
る
よ
う
で
見
て
い
な
い
か
、

人
の
記
憶
が
い
か
に
曖
昧
で
あ
る
か
を
説
明
し
、

事
故
調
査
の
難
し
さ
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
。
き

わ
め
て
分
か
り
や
す
く
、
有
意
義
な
講
演
で
あ
っ

た
。

【
西
宮
市
・
半
田
医
院

半
田

伸
夫
】

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

医
療
事
故
調
査
の
難
し
さ
を

わ
か
り
や
す
く
解
説

（2）2016年７月５日 （毎月3回5・15・25日発行） 兵庫保険医新聞 （昭和43年6月12日第三種郵便物認可 年間購読料 12，000円）号

水沼弁護士が医療事故発生の

背景から対応までを解説

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
５
月
28
日
、

西
宮
市
勤
労
会
館
で
職
員
接
遇
研

修
会
を
開
催
し
、
会
員
医
療
機
関

の
ス
タ
ッ
フ
ら
11
人
が
参
加
し
た
。

「
接
遇
の
基
本
と
ク
レ
ー
ム
対
応
」

を
テ
ー
マ
に
、
大
手
前
大
学
教
授

の
水
原
道
子
先
生
が
講
演
し
、
司

会
を
安
岡
眞
奈
美
先
生
（
西
宮
市
・

安
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
務
め
た
。

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
も
交
え
た
実
践
的

な
研
修
で
、
参
加
者
同
士
の
交
流

も
図
ら
れ
好
評
を
得
た
。
参
加
者

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

紹
介
す
る
。

・
「
フ
ァ
ン
作
り
」
と
い
う
発
想

が
な
か
っ
た
の
で
目
か
ら
ウ
ロ

コ
で
し
た
。
「
優
し
さ
」
が
接

遇
の
基
本
と
い
う
こ
と
も
な
る

ほ
ど
、
素
敵
だ
な
と
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
。
（
受
付
事
務
）

・
何
よ
り
も
患
者
と
の
信
頼
関
係

ク
レ
ー
ム
の
芽
を
つ
む
こ
と
に
つ
な
が
る
と
知

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
気
を
つ
け

な
が
ら
、
気
を
配
り
な
が
ら
対
応
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
（
事
務
）

・
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
勉
強
で
き
た
の
で
心

強
い
で
す
。
ま
た
、
ク
レ
ー
ム
は
起
こ
っ
て
か

ら
で
は
な
く
、
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
い

う
こ
と
が
と
て
も
心
に
残
り
ま
し
た
。
（
受
付
）

・
他
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
方
と
も
お
話
し
で
き
て
、

科
の
違
い
で
も
対
応
が
ち
が
う
の
だ
と
気
が
付

き
ま
し
た
。
（
受
付
）

・
と
て
も
た
め
に
な
り
ま
し
た
。
医
院
の
ス
タ
ッ

フ
に
徹
底
す
る
の
は
難
し
く
、
ど
の
よ
う
に
ス

タ
ッ
フ
を
指
導
し
て
導
い
て
い
く
の
が
い
い
の

か
、
そ
の
方
法
も
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
）

・
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
だ
け
で
な

く
、
普
段
の
対
人
関
係
に
も
役
立
つ
こ
と
ば
か

り
で
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
事
務
） 明日から実践できる接遇のポイントを学習明日から実践できる接遇のポイントを学習

講師を囲み、交流しながら学習した

世界の食文化で分かった健康長寿の秘訣

西宮・芦屋支部 第36回総会記念市民公開講演会

「食はいのち」です。今日、上手に食べれば明日は

元気に美しく輝いて暮らせます。

働き盛りの〝メタボ"、ご高齢の方の〝ロコモ"。若

い人の痩せや隠れ肥満にならない上手な食べ方の秘訣

が、30年をかけた世界の栄養研究で分かってきました。

美味しい食事を賢く食べ、適塩和食を楽しめば健康

長寿も可能なのです。

多数のみなさまのご参加をお待ちしております。

【ご略歴】1937年京都市生まれ。京都大

学大学院医学研究科修了。医学博士。島

根医科大学教授、京都大学大学院教授を

経て、両大学名誉教授。WHOの協力を得

て世界の60地域以上を30年かけて調査し、

和食に多い大豆や魚介類を摂取する地域

では、生活習慣病のリスクが少ないこと

などを証明。またコーカサス地方の長寿

村から持ち帰った「カスピ海ヨーグルト」

についても健康効果を実証する。

講 師 家森 幸男 先生
NPO法人世界健康フロンティア研究会理事長

武庫川女子大学国際健康開発研究所所長

と き ７月23日（土）14時開場
14時30分開演、16時30分終了予定

＊総会議事 14時～
＊講演終了後懇親会（要事前申し込み）

ところ 西宮市立勤労会館大ホール
西宮市松原町2-37(JR西宮駅南へ徒歩10分)

TEL0798-34-1662

入場無料、どなたでもご参加いただけます。

お問い合わせは協会事務局（TEL 078-393-1809） 山田・岡林・納富まで


